
心不全の疑い群

精密検査をお勧めします。

｢心不全を含む
心疾患の
疑いがあります｣　

経過観察群

生活習慣病の改善に加え、経過
観察が必要です。

｢生活習慣病および
心疾患の疑いが
あります｣

早期予防群

生活習慣病の早期予防が必要
です。
定期的なNT-proBNPの測定を
お勧めします。

｢生活習慣病の
注意が必要です｣

正常群

但し55pg/mL以上の場
合、生活習慣病の注意が
必要です。定期的な健診
により予防していくこと
が重要です。

健診受診時のNT-proBNP測定

生活習慣病 関連因子

自覚症状

なし

なし

あり

あり

日本循環器学会「慢性心不全治療ガイドライン（2010年改訂版）」より引用改定

NT-proBNP ≧400pg/mL NT-proBNP ＜125pg/mL400pg/mL ＞ NT-proBNP ≧125pg/mL

常群

上の場
注意が
な健診
いくこと

い群

ます。

む

す｣　

　NT-proBNPは、診察時の心電図や心エコーで検出され難い日常生活における心負荷を検出でき、息切れや運動
能力低下などの症状のある心不全はもちろんのこと、糖尿病・高血圧といった心不全のハイリスク群を、早期に発見
することが可能なバイオマーカーとして注目を集めている。また検体の保存安定性が良好で測定結果の信頼性が
高く、専用採血管による別採血が不要で、生化学項目等と同一採血管のため追加オーダーが可能なため、循環器
健診や人間ドックの検査としても有用である。
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